研究発表要約
Under the Netにおける偶発的な時間性

中嶋英樹

Iris Murdochの小説第一作Under the Net（1954）は、主人公Jakeが彼を取り巻く人々についての認識を改める物語であった。この認識の変化は、多くの先行研究が論じたように、一個人のみならず小説家としてのJakeの変化という側面をも備えていた。認識の転換をとおしてJakeは小説家へと変化ないしは接近する。この変化はもはや成長とでもいうべきもので、Under the Netは教養小説あるいは芸術家小説と呼び得るのであった。
しかし、教養（芸術家）小説としてUnder the Netを考察するとき、この作品はその時間の扱いにおいて、奇妙な構成を取っていると言えないだろうか。この発表ではUnder the Netが見せる時間性を「偶発的な時間性」と名づけ、Under the Net内における時間の偶発的側面と教養小説としての構成がどう関連するのかを論じた。

　Jakeは作品第一章の末尾において自己紹介をするが、「この物語にとって重要なこと」として、彼が「神経を痛めて」いることを挙げている。たしかに、Under the Netという小説のあちらこちらに「神経」に関する記述が見られるのだが、対して、彼が心が休まると述べるのは、物事が整理され、秩序づけられている状況であった。こうしたJakeの傾向を「秩序への志向」と呼ぶことにするが、こうした傾向がもっとも顕著に見られるのは、patternという語句の使用においてであった。

しかしながら、patternという語の使用箇所を拾いあげ、Hugo, Anna, Sadieの複雑な恋愛関係の挿話などを考察することで明らかになったのは、Under the Netにおいてパターンや型といったものは極めてもろく、秩序化はたいていが失敗に終わるという事実であった。そして、物語の展開に伴って、Jakeの「秩序への志向」が徐々に弱まっていることを確認した。
こうした主人公の認識の枠組みの変容を語る、Under the Netという作品自体の構成原理としては、Murdoch批評の一つの重要な概念である偶発性が挙げられる。多くの先行研究は、都市内部でのあちらこちらへの移動がUnder the Netを構造づける要素として機能していると指摘しているが、まさにこうしたピカレスク小説的な空間移動は偶発的な傾向としてふさわしい。登場人物のレベルではpatternへの依拠が弱まり、作品レベルでは偶発性の原理が強力に機能していると以上の議論を要約することが出来るだろう。こうしたパターンに対する偶発性の優位といったものは、Murdoch批評の文脈に位置づけることも可能であった。
Under the Net批評はJakeが体験した変化を彼の作家として変容と連続的に論じており、この作品は教養小説あるいは芸術家小説として扱われている。しかしUnder the Netには教養小説にあってしかるべき年単位での時間経過がないとの先行研究による指摘を受け、Under the Netにおける時間の問題へと議論を進めた。
まず、Jakeの時間に関する「秩序への志向」というべき傾向を指摘した。それはJakeによる一人称の語りにおける登場人物の導入の仕方にはっきりと見られる。彼は「先取り」（第４章）するかのように、他の登場人物の名前が会話にのぼるや、そのキャラクターが姿を見せるのに先立って紹介をはじめてしまう。

Jakeの「先取り」に働いているのは、過去を参照して現在を説明しようとする姿勢であったが、物語が進行するにつれ、過去と現在のあいだにはむしろ、変化や非連続性といったものが潜んでいることが明らかになった。Jakeの先取りが裏切られるようにして物語は展開していくこと、既知の知人の未知の側面が次々と明らかになっていくことを確認し、Under the Netでは過去の延長線上に現在を、現在の延長線上に未来を見ることが難しいということを論じた。こうした傾向を「過去、現在、未来が脱臼した」（第18章）というJakeの言葉と関連づけつつ、偶発的な時間性と呼んだ。
偶発的な時間性は、過去・現在・未来のうちに連続性を見ることを禁止する。したがって、先行研究が論じたがるように、Jakeは作品が終わったのち、円環をなすようにUnder the Netの一文目を書き始めるのだと述べることは難しい。むしろ、その結末は開かれている。Jakeがどのような小説を書くことになるのかを予測することは、作品の外、いわば読者のほうへと投げ出されているのであった。
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